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(57)【要約】
【課題】低トルク、低摩擦及び長寿命の更なる改善を図
った潤滑剤組成物及び転動装置を提供する。
【解決手段】炭素数が６～１２の飽和脂肪酸の単一ある
いは混合酸のトリグリセライドを潤滑剤組成物全量に対
し１０～１００質量％の割合で含有する潤滑剤組成物、
並びに前記潤滑剤組成物により潤滑される転動装置。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　炭素数が６～１２の飽和脂肪酸の単一あるいは混合酸のトリグリセライドを、潤滑剤組
成物全量に対し１０～１００質量％の割合で含有することを特徴とする潤滑剤組成物。
【請求項２】
　請求項１に記載の潤滑剤組成物により潤滑されることを特徴とする転動装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、特に低トルク、長寿命を要求される用途に好適な潤滑剤組成物及び転動装置
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　各種産業機械や電気機器等のモ－タは、小型軽量化及び高速回転化が進んでおり、回転
性能をより高めるために組み込まれる転がり軸受には低トルクで、更に耐焼付き寿命に優
れ長寿命であることが求められている。
【０００３】
　例えば、情報機器に用いられているスピンドルモ－タでは、回転性能の向上のために、
軸受面に動圧溝を有し、潤滑油と軸の回転に伴う動圧作用によって非接触軸支する動圧流
体軸受を使用することが多くなっている。この動圧流体軸受では、動圧発生溝の設計形状
・加工精度に加えて潤滑油の特性が重要であり、モータの起動直後や停止直前で動圧が十
分でない時には動圧流体軸受部の金属接触を抑制するような境界潤滑特性が要求され、連
続運転時には回転に伴う発熱による潤滑油の酸化・分解等の劣化が無く、蒸発の少ない安
定した流体潤滑特性が要求される。更には、広い温度範囲にわたって低粘度で摩擦係数が
小さく、モータの駆動電力の低減に寄与することも要求される。
【０００４】
　このような要求を満たすべく、従来では主にエステル系潤滑油が使用されており、例え
ば高粘度で安定性に優れるトリメチロールプロパンに酸化防止剤を混合した潤滑油組成物
が知られている。また、特許文献１では、エステル系潤滑油に、炭素数が１５～２１の不
飽和あるいは飽和の直鎖または分岐脂肪酸のトリグリセライドを油性剤として添加した潤
滑油組成物を用いることを提案している。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００３－１４３８０３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、更なる低トルク化や長寿命化の要求は必至であり、本発明は低トルク、
低摩擦及び長寿命の更なる改善を図った潤滑剤組成物及び転動装置を提供することを目的
とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記目的を達成するために本発明は、炭素数が６～１２の飽和脂肪酸の単一あるいは混
合酸のトリグリセライド（以下「飽和中鎖脂肪酸トリグリセライド」ともいう）を、潤滑
剤組成物全量に対し１０～１００質量％の割合で含有することを特徴とする潤滑剤組成物
、並びに前記潤滑剤組成物により潤滑されることを特徴とする転動装置を提供する。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明の潤滑剤組成物は飽和中鎖脂肪酸トリグリセライドを含むため、潤滑箇所に低ト
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ルク、耐焼付き性能、摩耗防止性能、潤滑長寿命、低温度上昇、低騒音等を付与できる。
また、この潤滑剤組成物で潤滑される本発明の転動装置もまた、同様の効果を有する。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】回転トルク試験で得られた試験潤滑油の測定結果を示すグラフである。
【図２】回転トルク試験で得られた試験グリースの測定結果を示すグラフである。
【図３】軸受寿命試験で得られた試験潤滑油の測定結果を示すグラフである。
【図４】軸受寿命試験で得られた試験グリースの測定結果を示すグラフである。
【図５】加熱放置試験の測定結果を示すグラフである。
【図６】四球式摩擦試験の測定結果を示すグラフである。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、本発明に関して図面を参照して詳細に説明する。
【００１１】
（潤滑剤組成物）
　本発明の潤滑剤組成物において、飽和中鎖脂肪酸トリグリセライドの飽和脂肪酸の炭素
数は６～１２であり、目的とする粘度に応じて選択できる。特に、飽和脂肪酸の炭素数が
８～１０のものが市場から入手しやすく、特に炭素数８または１０のものが入手しやすく
、安価である。飽和脂肪酸は単一でも、炭素数の異なる複数種を組み合わせてもよい。
【００１２】
　飽和中鎖脂肪酸トリグリセライドの潤滑剤組成物中の含有量は、１０質量％以上、好ま
しくは５０質量％以上であり、飽和中鎖脂肪酸トリグリセライド単独、即ち１００質量％
であってもよい。飽和中鎖脂肪酸トリグリセライドが１００質量％ではない場合に組み合
せ得る潤滑剤としては、ポリオールエステル油が好ましく、例えば下記表１に示すジエス
テルやモノエステルを例示することができる。これらは、それぞれ単独でも、２種以上を
混合して使用してもよい。中でも、ジオクチルアゼレートが好ましく、組み合わせること
により低温流動性能がより高まる。
【００１３】

【表１】

【００１４】
　飽和中鎖脂肪酸トリグリセライドは融点が高いことに加えて、トライボケミカル反応に
より飽和中鎖脂肪酸トリグリセライドが分解して脂肪酸が生成し、この脂肪酸が転動装置
を構成する鋼材の表面と反応して鉄石けんを形成することが知られているが（トライボロ
ジスト，４２，５（１９９１），ｐ３８７～３９４）、中でも炭素数が１０～１２の飽和
脂肪酸が耐焼付き性能等に特に優れ、長寿命を実現できる。
【００１５】
　また、飽和中鎖脂肪酸トリグリセライドを含む潤滑剤組成物は、それ自身で潤滑箇所に
適用することもできるが、飽和中鎖脂肪酸トリグリセライドを含む潤滑剤組成物を基油と
するグリースとして潤滑箇所に適用することもできる。グリースとする場合、増ちょう剤
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は飽和中鎖脂肪酸トリグリセライドを含む潤滑剤組成物をゲル状に保持できるものであれ
ばよく、例えばリチウム石けん等の金属石けんや、ジウレア等のウレア化合物を用いるこ
とができる。また、必要に応じて添加剤を添加してもよく、例えば、フェニル－１－ナフ
チルアミン等のアミン系、２－ｔｅｒｔ－ブチルフェノール等のフェノール系、硫黄系、
ジチオリン酸系等の酸化防止剤；アルカリ金属およびアルカリ土類金属等の有機スルホン
酸塩、アルキル、アルケニルコハク酸エステル等のアルキル、アルケニルコハク酸誘導体
、ソルビタンモノオレエート等の多価アルコールの部分エステル等の防錆剤；リン系、ジ
チオリン酸亜鉛、有機モリブデン等の極圧剤；脂肪酸、動植物油等の油性向上剤；ベンゾ
トリアゾール等の金属不活性化剤等をそれぞれ単独で、あるいは適宜組み合わせて添加す
ることができる。尚、これら添加剤の添加量は、本発明の目的を損なわない範囲であれば
特に制限されるものではない。
【００１６】
　尚、グリースとする場合、混和ちょう度等のグリース性状には制限がなく、また通常の
グリースの製造方法に準じて調製することができる。
【００１７】
（転動装置）
　本発明はまた、上記潤滑剤組成物により潤滑される転動装置に関する。転動装置として
は、転がり軸受やボールねじ、リニアガイド装置等が挙げれ、それぞれの潤滑箇所に上記
潤滑剤組成物が充填、塗布される。
【００１８】
　そして、本発明の転動装置は、上記潤滑剤組成物の作用により、低トルクで、耐焼付き
性能に優れ、長寿命となる。
【実施例】
【００１９】
（試験潤滑油の調製）
　表２に示す潤滑油を用いた。尚、飽和中鎖脂肪酸トリグリセライドにおける脂肪酸の比
率はＣ８：Ｃ１０＝７５：２５である。また、全ての潤滑油にはアミン系１．０質量％及
びフェノール系０．５質量％の各酸化防止剤を同量添加した。
【００２０】
【表２】

【００２１】
（試験グリースの調製）
　表３に示すグリースを用いた。基油には表２に記載の潤滑油と同じものを用い、１２質
量％のリチウム－１２ヒドロキシステアレートで増ちょうさせた。また、全てのグリース
にはアミン系１．０質量％及びフェノール系０．５質量％の各酸化防止剤を同量添加した
。
【００２２】
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【表３】

【００２３】
（回転トルク試験）
　試験潤滑油については下記に示す条件Ａにて、試験グリースについては下記に示す条件
Ｂにて、それぞれ回転トルクを測定した。試験潤滑油の測定結果を図１に、試験グリース
の測定結果を図２に示す。
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【００２４】
【表４】

【００２５】
（軸受寿命試験）
　試験潤滑油については下記に示す条件Ｃにて、試験グリースについては下記条件Ｄに示
す条件にて試験を行った。試験潤滑油の測定結果を図３に、試験グリースの測定結果を図
４に示す。
【００２６】
【表５】

【００２７】
（加熱放置試験）
　ステンレスシャーレに表２に示す試験潤滑油を２０ｇ入れて１６０℃のオーブンで加熱
し、一定時間毎に試験潤滑油を抜き取って粘度を測定した。結果を図５に示す。
【００２８】
（四球式摩擦試験）
　表３に示すグリースついて，シェル四球式摩擦摩耗試験機を用い、回転速度：１２００
 ｒ／ｍｉｎ、荷重：２４Ｎ～漸次増加、試験時間：1分として、焼き付きを発生する荷重
まで摩擦係数を測定した。結果を図６に示す。
【００２９】
　図１、２に示すように、飽和中鎖脂肪酸トリグリセライド（ＭＣＴ）は、ほぼ同様な粘
度を持つポリオールエステル（ＴＭＰ）と比べて、潤滑油状態では同様なトルク性能を示
しており、グリースとした場合にはポリオールエステルよりも低トルクとなる。
【００３０】
　また、図３、４に示すように、飽和中鎖脂肪酸トリグリセライド（ＭＣＴ）は同様な粘
度，耐熱性能を持つポリオールエステル（ＴＭＰ）と比らべて、潤滑寿命が長く、特にグ
リースとした場合に顕著となる。
【００３１】
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　また、図５、６に示すように、飽和中鎖脂肪酸トリグリセライド（ＭＣＴ）はほぼ同様
な粘度を持つポリオールエステル（ＴＭＰ）と比べてほぼ同様な耐熱性能を有するととも
に、低摩擦、耐焼付き性能が高い。
【００３２】
　更に、中鎖飽和脂肪酸トリグリセライドは、植物油の中では耐熱性が比較的高い菜種油
や鉱油と比べても低粘度、低摩擦、低トルクで潤滑寿命にも大きく優れる。

【図１】

【図２】

【図３】
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【図４】 【図５】

【図６】
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